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母霊警百

2009年 (平成】年)10月 25日 (日曜日)(日曜版)簡な 明

「非
常
時
に
装
具
が
な
い
こ
と

が

一
番
不
安
だ

っ
た
の
で
、

こ
れ

で
安
心
」
と
喜
び
を
語
る
の
は
市

内
在
住
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト
。

ス
ト

ー
マ
用
装
具
は

「オ
ス
ト
メ
イ
ト

に
と

っ
て
食
べ
物
よ
り
も
大
事
な

も
の
」

（社
団
法
人

・
日
本
オ
ス

ト
ミ
ー
協
会
神
奈
川
支
部
事
務
局

・
須
田
紗
代
子
さ
ん
）
だ
。

し
か

し
、

装
臭
は
消
耗
品
で
、

そ
の
形

状
に
は
個
人
差
が
あ
る
た
め
、

災

書
時
に
自
宅
に
保
管
さ
れ
た
装
具

が
持
ち
出
せ
な

か

っ
た
場
合
の

対
応
が
課
題
と

な

っ
て
い
た
。

今
回
、

保
管

場
所
と
な
る
の

は
市
内
全
９
カ

所
の
行
政
セ
ン

タ
ー
と
、

市
総

合
福
社
会
館
内

に
あ
る
点
字
図

書
館
の
計
１０
カ

浦
賀
行
政
セ
ン

タ
ー

で
ス
ト
ー

マ
用
装
具
の
保

管
状
況
を
確
認

す
る
党
市
議
団

（左
側
）

所
。

各
施
設
の
倉
庫
に
は
ク
リ
ア

ケ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
、

オ
ス
ト
メ

イ
ト
は
自
分
が
使
用
す
る
装
具
を

バ

ッ
グ
に
入
れ
て
ク
リ
ア
ケ
ー
ス

に
預
け
る
仕
組
み
。

ケ
ー
ス
に
は
装
臭
が
約
如
人
分

保
管
で
き
る
が
、

ス
ペ
ー
ス
が
足

り
な
く

な

っ
た
場

合

は
そ

の
都

度
、

市
が
ケ
ー
ス
を
増
設
す
る
。

ま
た
、

長
期
間
保
管
す
る
と
婆
具

が
傷
む
可
能
性
が
あ

る
た
め
、

利
用
者
に

は
半
年
に

一
度
、

市

か
ら
李
顔

を
促
す
通

知
が
送
付
さ
れ
る
。

須
田
さ
ん
は
、

「災

書
時
、

オ
ス
ト
メ
イ

ト
も
装
具
さ
え
あ
れ

ば
、

支
援
者
に
な
れ

る
」
と
、

装
臭
を
保

管
す
る
取
り
組
み
が

全
国
に
広
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

公
明
党
横
須
賀
市

議
団
彼

橋
衛
団
長
）

は

２

０

０

２

年

以

来
、

毎
年
の
予
算
要
望
で
オ
ス
ト

メ
イ
ト
対
応
設
備
の
整
備
を
求
め

て
い
た
。

今
年
７
月
に
は
日
本
オ

ス
ト
ミ
ー
協
会
神
奈
川
支
部
の
要

請
を
受
け
た
党
市
議
団
が
、

各
行

政
セ
ン
タ
ー
に
対
し
ス
ト
ー
マ
用

装
具
の
保
管
を
要
望
。

全
市
的
な

装
臭
保
管
の
取
り
組
み
に
つ
な
が

っ
た
。

「一番の不安」を解消
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一を
」
と
訴
え
た
。

県
内
初
市
内
１０
カ
所
に
ス
ト
ー
マ
用
染
具

オ
ス
ト
メ
イ
ト

（人
工
肛
門

・
人
工
ぼ
う
こ
つ
保
有

者
）
が
日
常
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、

腹
部
に
つ
く
ら

れ
た
排
せ

つ
回

（
ス
ト
ー
マ
）
用
の
装
具
を
片
時
も
手

放
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

約
６
０
０
人
も
の
オ
ス
ト
メ

イ
ト
が
住
む
と
い
う
神
奈
川
県
横
須
賀
市
は
今
月
か

ら
、

地
震
な
ど
大
規
模
災
害
の
発
生
時
に
備
え
、

ス
ト

ー
マ
用
装
臭
を
市
内
１０
カ
所
で
保
管
す
る
県
内
初
の
取

り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

神奈川・横須賀市


